
ミツパテ科学22(1):17-18
HoneybeeScience(2001)

トビイロシワア リに襲われたニホ ンミツバチの巣

宮野 伸也,秋元 徹,阿部 浩

ニホンミツバチが トビイロシワアリTetra-

morium caespitum (Linnaeus)(図 1)に襲わ

れ,巣を放棄 した例を観察 したので報告する.

このニホンミツバチの巣は,千葉市幸町の民

家の軒に営巣 したもので,1999年 4月 14日

に住人の要請により撤去 したものをセイヨウミ

ツバチの養蜂用巣箱に収容 し,千葉県立中央博

物館の庭に設置して営巣を続けさせていたもの

である.

巣の撤去は巣板を強引に切り取ることによっ

て行われ,この巣板を継ぎ箱 (セイヨウミツパ

テ用の隔王板で底を作った)に収容 した.この

継ぎ箱を空の巣門付巣箱に重ね,さらに上にも

継ぎ箱を重ねた (図 2).上の継ぎ箱にはニホン

ミツパテ用の巣礎を張った巣枠をいれた.

極めて乱暴な撤去と収納であったにもかかわ

わず,移動後営巣活動は継続された.収納 した

巣板はその後,全体として不整形に発達 した

(図 3)が,下方の一部には整形な巣板が発達 し

た.なお,最上段の継ぎ箱の巣枠は利用されな

かった.花粉を持って帰巣する働き蜂も多く観

察され,巣は順調に発展 しているようであっ

た.

図 1 トビイロシワアリ

図 2 ニホンミツバチを飼っていた巣箱の全景

1999年 8月 3日12時 40分頃,巣箱の周り

を多数の蜂が飛び交っているのに気が付いた.

分蜂かと思い巣門をのぞいたところ,多数の ト

ビイロシワアリが巣門から出入りし,巣門付近

ではアリにたかられて転げ回る働き蜂が 10匹

程度観察され,すでに死んでいるハチも20匹

以上が言忍められた.この トビイロシワアリは,

巣箱を載せていたレンガの下に巣を作っていた

もので,この巣の存在には 1か月ほど前から気

付いていた.このレンガを取り除き付近のアリ

を土とともに除去 したがすべてのアリを除去す

ることは当然できなかった. しかし,このこと

によりアリの勢力が若干減少したのか,巣箱周

辺を飛び回っていたハチはいなくなり,これら

は巣に戻ったようであった.

この日の 17時過ぎに巣をのぞくと,相変わ

らず多数の トビイロシワアリが巣門付近にたか

っていた. しかし,巣板上にはまだあまり侵入

していなかった, しかし,-チも巣板上には少

なく,巣箱の内面を歩き回っているものが多

く,また,巣箱内の一隅には直径 10cm程度の
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図 3 中段の巣箱の中で不整形に発達した巣板

一団のハチが認められた.

翌 8月4日9時に巣箱を見ると,トビイロン

ワアリは巣門付近だけでなく,巣箱の外面にも

多数が認められた.内部を見ると,ほとんどの

-チは消失 しており,働き蜂が 10か ら20匹

程度いるだけであった.これらの中にはアリに

たかられて転げ回っているものもあった.巣箱

の底には働き蜂の死体が 50匹程度転がってい

た.巣箱の底にはびっしりとトビイロシワアリ

がいたが,巣坂上に侵入したアリはまだそれ程

多くなかった.ここで巣箱全体を トビイロシワ

アリから安全な場所に移動 し,巣箱の底のアリ

を除去 した.

巣の放棄は恐 らく8月4日の早朝に起 こっ

たものと思われるが,逃去 した群がどこへ行っ

たのかは明らかでない.

ニホンミツパテの巣へのアリ頬の害は大きく

なく,特に直接的な害はほとんどないとされて

いる (岡田,1997;佐々木,1999)が,今回の

観察は トビイロシワアリの襲撃がコロニー逃去

の直接的原因になることを明らかに示す例であ

る.

最後にアリの同定をしていただいた千葉県立

中央博物館の山口剛氏にお礼申し上げる.

(宮野 〒260-8682 千葉市中央区青葉町955-2

千葉県立中央博物賂 秋元 〒261-0001 千葉市美

浜区幸町 1-3-9 千葉市環境保健研究所,阿部 〒

300-3253 つくば市大曽根691-1)
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AuthorsobservedacolonyofJapanesehon-

eybees,Apisceranajaponica thatabsconded

from theirnestafterintenslVeattackbyant,

Tetramorium caespilum.Afterthefirstmass-

attack,thehoneybeecolony absconded next

daymorning.InJapan,thedamageofantpre-

dationonhoneybeecoloniesisnotsevereand

itseemsveryrarethatabscondingisdirectly

causedbyantsasinthiscase.


